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［背景・ねらい］ 

和歌山県におけるモモ栽培において、「川中島白桃」は、大玉、高糖度で盆前に出荷可

能であるため需要が高い主要品種ですが、特に若木で『みつ症』と呼ばれる果肉障害の発

生が多いという欠点があります。本研究では、「みつ症」を軽減するための栽培管理法を開

発しました。 

 

［研究の成果］ 

1． 結果枝の先端部に比べて基部側の果実のほうが「みつ症」の発生が少ない傾向にある

ことがわかりました（図１、図２）。 

2． 無理な大果を狙わず、着果量を慣行の 1.3 倍程度多くして肥大を抑制し、果実重を 300

ｇ程度にすることで、「みつ症」の発生を軽減できることがわかりました（表１）。 

3． 開花後約 40 日から収穫時まで株元に樹冠下を覆う程度に透湿性マルチシートを敷設す

ると、園地によって「みつ症」の発生を軽減できました（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

z：程度１（軽度の症状） 程度３（重度の症状）  以後の図表でも同様 

z 

図１ 着果位置がみつ症発生に及ぼす影響 

図２ 基部着果の着果管理イメージ 



果実重 糖度 酸度

(g) （Brix） (pH) 程度1以上 程度3以上

多着果 7月30日 307 16.8 4.6 18.0 8.9

対照 7月27日 339 18.2 4.6 60.0 43.3

有意差 ** ns * ns ** **

多着果 7月27日 420 16.2 4.5 53.8 33.6

対照 7月26日 423 16.0 4.5 52.8 42.5

有意差 ns ns ns ns ns ns
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［成果のポイントと活用］ 

1． 「川中島白桃」において、多着果と基部着果および透湿性マルチシート敷設により、「み

つ症」を軽減できる栽培管理技術を開発しました。 

2． 多着果により果実がやや小さく、収穫がやや遅くなることがあります。 

3． マルチシートの敷設は急激な土壌水分変動を抑制するものであり、土壌乾燥が目的で

はないため、高温乾燥時にはかん水が必要です。 

4． 果実肥大の旺盛な樹では効果が低い場合があります。 

［その他］ 
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 ホームページ掲載の可否：可 

表１ 着果程度がみつ症発生および果実品質に及ぼす影響 

z：樹冠面積あたり対照の 1.3 倍量 
y：ｔ検定により、**は１％水準、*は５％水準でで有意差あり、ns は有意差なし 
 （みつ症発生率はアークサイン変換後に検定） 
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図３ マルチシート敷設がみつ症発生に及ぼす影響 

z：マルチ敷設は満開約 40 日後に樹冠下を覆う程度で実施 
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